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板平成５年 月１５日(1) 第２７８号

日
数
、
各
種
保
険
、
諸
手

当
等
に
分
け
て
計
算
し
、

人
件
費
算
出
の
仕
方
を
学

ん
だ
。
今
回
は
前
回
の
資

料
を
基
に
、
主
材
料
、
副
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加
月
別
日
岡
崎
工
学
院
に

お
い
て
「
技
術
研
究
委
員

会
」
担
当
に
よ
る
『
積
算

・
図
面
読
み
取
り
法
』
の

識
習
を
開
催
し
た
。

今
回
初
め
て
６
名
の
女
性

が
出
席
さ
れ
、
合
わ
せ
て

別
名
が
秋
の
一
日
を
和
気

調
々
の
雰
囲
気
の
中
で
熱

心
に
受
講
さ
れ
た
。

今
回
の
講
習
の
目
的
は
、

我
々
板
金
業
者
が
適
正
な

営
利
を
目
的
に
し
た
経
営

を
続
け
る
た
め
に
は
、
中

心
に
な
る
大
き
な
二
本
の

柱
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
一
本
が
優
秀
な
板
金

施
工
・
加
工
技
術
で
あ
り
、

も
う
一
本
が
正
確
な
稜
算

の
技
術
で
あ
る
。

そ
し
て
積
算
の
根
拠
と
な

る
の
が
正
し
い
図
面
の
読

み
取
り
法
と
言
え
る
。

一
・
鋼
板
製
屋
根
構
法
標
準

一
・
銅
屋
根
標
準
工
法

の
二
科
目
を
ク
リ
ア
ー
し

て
い
る
組
合
員
は
適
用
と

し
、
未
受
講
者
は
将
来
受

講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
付

与
さ
れ
る
。
早
急
な
対
応

が
望
ま
れ
る
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
検

査
員
の
問
題
が
浮
上
し
た

が
こ
れ
ら
の
組
織
は
同
業

者
・
同
志
の
集
団
で
あ
り
、

検
査
員
が
検
査
す
る
の
は

社
会
通
念
上
常
識
と
言
え

よ
う
。
し
か
し
費
用
？
精

神
的
負
担
、
日
程
の
調
整

な
ど
山
積
し
た
問
題
点
は

多
く
、
多
く
は
自
分
の
価

値
観
を
覗
か
れ
、
指
摘
さ

れ
る
事
は
好
ま
し
く
な
く

自
分
の
施
工
し
た
工
事
は

自
分
で
責
任
を
持
つ
の
は

当
然
で
あ
り
、
責
任
施
工

の
意
義
か
ら
も
当
然
の
事

と
言
え
よ
う
。
ま
た
討
議

の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適

用
店
が
施
工
す
る
工
事
の

際
元
請
け
さ
ん
に
信
頼
を

得
る
た
め
に
も
責
任
施
工

に
よ
る
工
事
で
あ
る
旨
の

表
示
板
を
掲
げ
る
の
も
一

つ
の
方
策
と
し
て
話
題
と

な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
実
施
す
る
に

当
た
り
、
絶
え
ず
品
質
管

理
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、

時
代
の
変
遷
に
遅
れ
る
事

な
く
、
定
期
的
に
講
習
会

”
数
字
に
強
い
“

板
金
業
者
を
め
ざ
し
て

を
義
務
付
け
し
技
術
の
錬

磨
に
精
進
す
る
な
ら
ば
、

収
穫
は
大
で
あ
ろ
う
。

一
、
保
証
制
度
適
用
の
店

資
格
取
得
講
習
会
の
実
施

二
、
保
証
制
度
適
用
の
店

資
格
保
有
者
講
習
の
実
施

（
三
年
毎
）

三
、
検
査
員
資
格
者
講
習

の
実
施
（
三
年
毎
）

但
し
、
二
、
三
、
に
つ
い

て
は
受
講
し
な
け
れ
ば
、

資
格
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

現
在
数
多
く
の
組
合
員

以
外
の
同
業
者
の
営
業
活

動
が
盛
ん
で
業
界
に
浸
透

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
様
な
現
状
を
打
破

す
る
た
め
の
生
き
残
り
戦

術
と
し
て
、
組
合
員
に
メ

リ
ッ
ト
を
与
え
る
施
策
が

求
め
ら
れ
る
時
代
、
積
極

的
に
こ
の
保
証
制
度
を
更

め
て
認
識
し
、
推
進
し
普

及
を
図
り
、
組
合
員
で
な

け
れ
ば
の
利
点
を
活
用
し
、

自
ら
が
最
寄
り
の
出
先
機

関
、
市
町
村
・
設
計
事
務

所
・
発
注
工
務
店
・
民
間

の
発
注
者
な
ど
多
方
面
に

対
し
て
『
保
証
制
度
』
の

Ｐ
Ｒ
に
力
を
注
い
で
、
少

し
で
も
お
客
様
の
御
理
解

を
得
て
採
用
さ
れ
る
様
な

配
慮
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

今
後
の
充
実
と
進
展
を
願

い
、
企
画
が
空
転
し
な
い

様
、
中
身
の
濃
い
制
度
が

実
施
さ
れ
る
事
を
望
む
も

の
で
す
。
沼
津

第
二
回
積
算
講
習
実
施

科
を
基
に
、
主
材
卸

資
材
、
人
件
費
等

を
係
数
管
理
的
に

算
出
し
て
単
価
設

定
す
る
方
法
を
、

屋
根
軒
樋
工
事
の

例
題
を
用
い
て
実

習
し
た
。

午
後
よ
り
図
面
の

見
方
に
つ
い
て
説

明
を
聞
い
た
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
図
面
よ
り
数

量
の
拾
い
だ
し
実

習
に
取
り
組
む
。

図
面
に
三
角
ス

ケ
ー
ル
で
計
測
し

て
拾
い
出
す
人
、

図
面
表
示
の
数
字

か
ら
計
算
に
よ
る

数
量
算
出
す
る
人
、

そ
れ
ぞ
れ
算
出
し

た
数
堂
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
で
違
い

を
話
し
合
う
。

後
の
総
括
で
高
柳

副
委
員
長
よ
り
正

確
に
算
出
す
る
計

算
式
の
説
明
も
さ

愛
知
県
板
で
は
、
事
業

の
最
優
先
課
題
と
し
て
い

る
『
保
証
制
度
』
の
充
実

を
図
る
た
め
、
皿
月
岨
日

保
証
事
業
委
員
会
を
発

足
さ
せ
、
委
員
長
に
平
野

理
事
長
を
選
び
構
成
委
員

は
事
務
局
を
含
め
皿
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

先
ず
愛
板
加
号
で
説
明

し
た
。
先
進
県
で
あ
る
、

滋
賀
県
板
で
の
実
情
視
察

の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ら
を
参
考
に
し
て
、
愛
知

県
板
特
有
の
問
題
点
を
挙

げ
、
障
害
と
な
っ
て
い
る

事
項
を
抽
出
し
次
の
様
な

内
容
を
提
示
し
改
善
並
び

に
推
進
す
る
事
と
な
っ
た
。

◎
保
証
制
度
の
問
題
点
・

改
善
策
・
普
及
策
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解

決
す
る
に
は
、
適
用
店
の

拡
大
と
共
に
、
資
格
取
得

の
た
め
の
保
証
対
象
工
事

に
関
す
る
講
習
が
基
本
と

な
る
。
従
来
の
四
科
目
の

講
習
を
ク
リ
ア
ー
し
て
い

る
組
合
員
は
無
条
件
で
適

用
店
の
資
格
が
付
与
さ
れ

る
事
は
周
知
の
と
お
り
で

あ
る
。

運
営
上
組
合
員
か
ら
簡
素

化
の
要
望
が
強
く
、
今
回

か
ら
は
簡
素
化
に
重
点
を

置
き
実
施
す
る
事
に
な
る
。

改
善
策
と
し
て
、

そ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
て
、

正
し
い
計
算
式
に
よ
る
計

算
術
を
体
得
し
て
貰
う
の

が
狙
い
で
あ
る
。

元
来
、
板
金
業
者
は
家
内

工
業
的
な
感
覚
が
強
く
、

計
算
に
お
い
て
も
ど
ん
ぶ

り
勘
定
的
な
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
、
つ
ま
り
金
儲
け

は
し
た
い
の
だ
が
、
計
算

の
根
拠
は
暖
味
で
過
ぎ
て

き
た
と
思
う
。

し
か
し
近
年
、
建
築
物
の

進
化
に
伴
い
、
多
品
種
・

多
様
化
が
一
般
的
に
な
り

情
報
化
と
共
に
、
よ
り
正

確
な
積
算
が
要
求
さ
れ
る

様
に
な
り
、
時
代
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
急

務
で
あ
る
。

第
一
回
目
の
昨
年
は
、
グ

ル
ー
プ
討
議
に
よ
り
、
年

間
所
得
目
標
、
年
間
労
働

れ
て
、
受
講
者
に
は
意
義

深
い
一
日
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
図
面

よ
り
正
確
な
数
量
の
拾
い

出
し
、
正
確
な
計
算
を
し

て
、
適
正
な
利
益
を
得
る

た
め
に
、
自
信
を
持
っ
た

単
価
設
定
が
で
き
る
様
、

積
算
技
術
習
得
に
鋭
意
努

力
さ
れ
、
数
字
に
強
い
、

頭
の
い
い
板
金
業
者
に
変

身
さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い

る
。
③

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話７３２－１２２６

発行広報委員会

保
証
事
業
委
員
会
発
足
″

愛



分
か
ら
な
い
．
従
業
員
は

欲
し
い
が
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
．
従

業
員
が
い
た
が
、
辞
め
て

し
ま
っ
た
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
二
日
間
の

話
し
合
い
の
ま
と
め
と
し

て
、
①
従
業
員
を
確
保
す

る
為
の
カ
ン
フ
ル
剤
（
速

攻
性
を
も
っ
た
）
は
無
い

の
で
自
分
自
身
が
積
極
的

に
外
に
対
し
て
働
き
掛
け

る
。
②
女
性
の
板
金
業
界

へ
の
進
出
を
促
す
に
は
、

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

が
必
要
。
③
板
金
業
界
の

Ｐ
Ｒ
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・
職
業
訓
練
校
の
整
備
は

親
組
合
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

必
要
。
④
現
在
、
従
業
員

を
使
っ
て
い
る
事
業
所
か

ら
講
師
を
招
い
て
講
習
会

を
行
う
。
（
各
県
単
位
で
）

な
ど
の
結
論
に
な
り
ま
し

た
。
二
日
目
の
後
半
に
お

い
て
全
体
討
論
会
が
も
た

れ
各
グ
ル
ー
プ
別
の
代
表

者
に
よ
る
意
見
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研

究
会
で
特
徴
だ
っ
た
の
は
、

女
性
の
み
の
グ
ル
ー
プ
が

一
つ
で
き
、
女
性
の
代
表

が
全
体
討
論
会
で
意
見
を

述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

全
国
の
若
い
同
業
者
と

話
し
合
い
の
場
が
持
て
る

こ
の
よ
う
な
研
究
会
に
は

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
豊
田
松
井

板 平成５年１１月１５日 (2)第２７８号

知
多
市
で
は
恒
例
に

な
っ
て
い
る
産
業
ま
つ
り

が
、
去
る
、
月
塑
・
別
日

の
両
日
、
絶
好
の
晴
天
に

恵
ま
れ
、
盛
大
な
催
し
と

な
っ
た
。
地
元
で
生
産
さ

れ
る
農
工
商
に
よ
る
製
品

の
販
売
は
も
と
よ
り
、

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
、
多
く
の
市
民
か
ら
歓

待
を
受
け
た
、
又
、
同
じ

都
市
名
に
よ
り
ロ
シ
ア
共

和
国
チ
タ
市
か
ら
友
好
訪

問
団
を
招
き
、
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
同
宝
〃
舌
鼓
を

ｊｒ．＃

平
成
５
年
、
月
泌
日
・

妬
日
の
両
日
、
長
野
県
・

戸
倉
上
山
田
温
泉
ホ
テ
ル

『
回
山
荘
』
に
お
い
て
第

皿
回
全
板
連
青
年
部
研
究

会
『
あ
す
な
る
研
究
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
究
会
の
目
的
は
、
建

築
板
金
業
界
の
在
る
べ
き

姿
を
榊
築
し
、
新
規
入
職

第
Ｍ
回
全
日
本
板
金
工
業
組
合
連
合
会

（
全
板
連
）
青
年
部
研
究
会

「
轟
琴
煮
馨
溺
驚
裳
』

に
参
加
し
て

蕊蕊

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
作
り
を
促
進
す
る

為
、
前
年
に
引
続
き
『
経

営
と
一
雇
用
の
改
善
』
に
つ

い
て
研
究
す
る
。
ま
た
、

メ
ー
カ
ー
が
展
示
す
る
建

築
板
金
用
材
料
、
工
具
等

の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。
と
い
う
も
の
で
す
。

愛
板
青
年
部
か
ら
は
、
伊

青
年
部
か
ら
は
、
伊

藤
元
裕
君
（
東
三
）

・
津
田
雅
章
君
（
東

三
）
・
松
井
繁
君
（
豊

田
）
・
松
井
祐
治
君

（
豊
田
）
・
金
津
厚

博
君
（
西
春
）
の
５

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

勝
又
全
板
連
青
年

部
部
長
の
挨
拶
で
始

ま
っ
た
開
講
式
は
、

臼
井
全
板
連
理
事
長

・
別
井
大
阪
府
板
理

事
長
（
青
年
部
担
当
）

・
地
元
、
畠
山
長
野

県
板
理
事
長
の
挨
拶

と
続
き
ま
し
た
。
次

に
、
平
成
４
年
度
研

究
会
の
ま
と
め
を
受

け
て
『
時
間
短
縮
を

い
か
に
進
め
る
か
』

に
つ
い
て
パ
、
ネ
ラ
ー

に
よ
る
事
例
発
表
が

あ
り
、
愛
板
か
ら
は

灘
く
間
に
品
不
足
が
生
じ
る

程
最
高
潮
と
な
っ
た
。

又
、
メ
イ
ン
と
し
て
昨

年
に
続
き
好
評
だ
っ
た
、

銅
板
に
よ
る
表
札
の
実
技

に
よ
り
打
出
工
法
の
採
用

で
参
加
者
の
目
を
引
き
、

小
学
生
か
ら
老
若
男
女
に

至
る
ま
で
の
参
加
で
、

次
々
に
試
作
さ
れ
、
出
来

上
る
自
信
作
に
笑
顔
が
満

ち
あ
ふ
れ
る
光
景
は
、
す

ば
ら
し
く
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
盛
況
に
対
し

市
商
工
会
よ
り
賞
賛
の
的

と
な
り
、
献
身
的
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
頭
の
下

る
思
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

交
代
で
参
加
し
、
一
般
市

民
に
理
解
が
得
ら
れ
、
町

の
板
金
屋
さ
ん
の
存
在
も

認
め
ら
れ
る
絶
好
の

「
チ
ャ
ン
ス
」
す
べ
て
に

受
注
に
繋
が
れ
ば
一
石
二

鳥
と
も
い
え
よ
う
。
今
後

共
地
区
組
合
員
の
発
展
を

期
待
す
る
。
沼
津

高
柳
一
男
氏
（
岡
崎
）
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
さ

れ
、
自
社
の
時
間
短
縮
の

在
り
方
．
進
め
方
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
左
記
の
よ
う
に

社
員
数
．
事
業
所
別
に
グ

ル
ー
プ
わ
け
を
し
て
討
論

会
に
入
り
ま
し
た
。

▼
グ
ル
ー
プ
，
内
容
▲

Ａ
ｌ
ｌ
一
人
親
方

Ａ
ｌ
２
．
一
人
親
方

Ｂ
ｌ
ｌ
親
１
・
子
ｌ

Ｂ
ｌ
２
親
ｌ
・
子
ｌ

Ｃ
親
１
・
子
２
～
４

，
１
１
従
業
員
２
～
４

，
１
２
従
業
員
２
～
４

，
１
３
従
業
員
２
～
４

Ｅ
ｌ
ｌ
従
業
員
５
～
ｍ

Ｅ
ｌ
２
従
業
員
５
～
畑

Ｆ
・
Ｇ
合
同従
業
員
皿
～
別

従
業
員
別
以
上

Ｈ
女
性

自
分
は
Ｂ
ｌ
２
グ
ル
ー

プ
を
選
び
ま
し
た
。
討
論

会
で
は
、
ま
ず
始
め
に

テ
ー
マ
を
決
め
話
し
合
い

を
始
め
ま
し
た
。
Ｂ
ｌ
２

グ
ル
ー
プ
で
は
『
雇
用
改

善
、
魅
力
あ
る
職
場
環
境

作
り
』
及
び
『
若
年
者
の

人
材
育
成
の
充
実
』
の
二

つ
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

親
、
子
で
仕
事
を
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
た
め
、

親
が
‐
コ
ま
で
働
け
る
か

愛

EB堅調

識

鰯蕊畷蕊＝蕊
ｘ
顧

知
多
市
在
住
組
合
員
に
よ
り

蕊
産
一
業
一
蕊
義
一
一
難
一
一
一
一
一

◎
産
業
ま
つ
り
に
献
身
的
な
活
動
Ｉ
．

味
っ
た
と
の
事
、
日
・
ロ

友
好
の
か
け
は
し
と
な
り
、

国
際
交
流
の
親
善
の
場
と

_ザ

な
っ
た
。
当
知
多
市
在

住
の
組
合
員
の

献
身
的
な
活
動

が
話
題
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
日

頃
精
励
さ
れ
た

技
術
、
技
能
を

生
か
し
、
亜
鉛

ト
タ
ン
に
よ
る

「
チ
リ
ト
リ
」

の
製
作
販
売
に

よ
り
、
ま
た
た

壷
誕
空
圭
回

識ｉ
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声．第16回 全板連青年部全国技能競技大会課題
『4

『花器』
左記により図に示す製品の展開図を描き、銅板を使用して制作しなさい。

１．競技時間標準時間：３時間80分打切時間：４時間00分

２．支給する材料製図用ケント紙１枚Ａ２判（594×420mm）
銅板１枚０．３５×360×1,200mｍ

３．会場で準備するもの

Ｉ･折台（木台つき）Ⅱ．ため棒台皿七輪Ⅳ､木炭Ｖ・塩酸・フラックス

Ⅵ､ハンダⅦ､ウエスⅧ.合板（床欺用）Ⅸ､ガムテープ．

4．選手が持参するもの

Ｉ・パイプ（ため棒、外径は任意）

Ⅱ、製図用具及びＴ定規

但し、製図板は会場でも準備します。

Ⅲ．上記以外に制作上、必要な工具一式

但し、駒の爪は面の寸法が61×76mm以内のものとし、溝タガネ・クモ型定規・

治具とみなされるもの・型板類は持ちこみ禁止

5．仕様

ｌ）課題の図は第三角法によるものとし、寸法は外側寸法です。

２）製図（展開に必要な投影図・展開図）は、ケント紙に描いてください。

３）展開図は５面の内１面を描けば良い。（ただし、１面は全て描くこと｡）

４）展開図を材料に写す場合、それを切り抜いて、ケージ代りに使用しても、ポン

チ、けがき針等を使用してもかまいませんが、作業終了時において図面は提出し
てもらいます。

５）けがき線が作品の表面に、出ないように注意してください。

６）作品には『やすり』の使用を禁止します。

７）作品の水洗い、ワックスがけは禁止。

6．注意事項

ｌ）作業の服装は、作業に適したものを着用して下さい。

２）標準時間を超えて作業を行った場合は、超過時間に応じて減点します。

角形五

星Ａｈ－Ｂ岬分j＆又Ａ七局己
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第４回日板協青年部全国建築技術コンクール課題

1．課題『Ａ工場の増築工事の屋根および外壁工事』の施工図を作図する。

Ｉ）建物の構造は鉄骨造とし、屋根の詳しい形状等必要な条件はコンクール当日指定する。

Ⅱ）必要とする作図部分は当日指定する。

Ⅲ）添付概略図に示すように既存工場に増築工事を行う。

現時点で下記の仕様が判明している。

口既存部口屋根：Ｗ５００タイプ折板（板厚0.8mm片流れ、勾配３/１００）壁：角波山高２０ｍｍ

軒どい：塩ビ角どい200Ｗ×l50H竪どい：VU125×７ヶ所

口増築部口屋根：６００タイプ折板（板厚０．８mm、勾配５/１００）壁：角波山高２０ｍｍ

既存部と増築部の接合面は、エキスパンションジョイントとする。

2．競技時間『３時間４５分』

3．支給する材料『製図用紙』Ａ２サイズのセクションペーパー２枚（提出用と検討用）

4．選手が持参するもの『製図用具一式及びＴ定規』但し、製図板は会場でも準備しますが、携帯型平行定規、ドラフター類の持

ち込みは一切禁止します。

5．注意事項＊図面作成に関した参考資料及び手帳、メモ用紙等は会場への持ち込み不可。

＊平行定規及びガードレール付きＴ定規製図板の使用禁止。＊製図板を傾けるための台の使用は可。
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活
力
回
復
剤
に
な
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
私
流

の
健
康
維
持
管
理
法
な
の

か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
だ

か
ら
、
一
年
中
今
度
の
休

日
は
ど
こ
へ
出
か
け
よ
う

か
と
思
い
巡
ら
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
春
夏

秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に

必
ず
行
く
所
が
何
か
所
か

有
る
の
だ
が
、
今
回
は
秋

の
一
日
を
「
新
そ
ば
と
紅

葉
と
新
雪
と
温
泉
」
を
目

的
に
「
開
田
高
原
」
を
訪

れ
た
。
秋
の
開
田
高
原
は

私
の
お
気
に
入
り
の
一
つ

で
あ
る
。
中
央
自
動
車
道

中
津
川
Ｉ
Ｃ
を
出
て
か
ら

国
道
畑
号
線
で
長
野
方
面

に
走
り
木
曽
福
島
市
内
を

経
て
約
１
時
間
鋤
分
で
到

着
す
る
。

数
年
前
に
村
の
入
口
に

ト
ン
ネ
ル
が
抜
け
新
国
道

も
完
成
し
て
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

私
は
途
中
か
ら
旧
国
道
に

入
り
、
地
蔵
峠
で
開
田
村

を
一
望
し
、
す
こ
し
下
っ

た
展
望
台
か
ら
御
獄
山
と

の
再
会
を
楽
し
む
。
共
に

パ
ノ
ラ
マ
で
展
望
で
き
る

全
景
が
素
晴
ら
し
い
。
開

田
高
原
は
「
長
野
県
木
曽

郡
開
田
村
」
に
あ
り
、
御

獄
山
の
麓
に
大
き
く
広
が

る
緑
豊
か
な
自
然
の
中
に
、

古
屋
敷
・
把
ノ
沢
・
下
条

・
越
・
下
向
の
各
地
区
の

集
落
が
点
在
し
て
、
村
全

体
を
１
回
高
原
と
呼
ば
れ

居
る
の
は

「
縁
見
旅
館
」

が
旅
館
の
敷

地
内
で
開
い

て
い
る
そ
ば

処
が
一
番
と

思
う
。
食
事

時
で
店
が
立

て
込
ん
で
来

る
と
旅
館
の

座
敷
へ
通
し

て
食
べ
さ
せ

て
く
れ
る
の

も
嬉
し
い
・

地
粉
１
０
０

％
で
腰
の
あ

る
少
し
黒
め

の
そ
ば
は

「
そ
ば
通
」

に
は
や
め
ら

れ
な
い
味
で

あ
る
し
「
新

そ
ば
」
の
香

り
は
バ
ッ
グ

ン
で
あ
る
。

木
曽
馬
と
そ
ば
の
故
郷

《
開
田
高
原
》

冷
夏
も
い
つ
し
か
秋
風

を
感
じ
る
様
に
な
り
、
各

地
か
ら
紅
葉
の
便
り
が
聞

か
れ
る
頃
と
な
っ
た
。

慢
性
的
な
人
手
不
足
で

仕
事
に
追
わ
れ
、
組
合
関

連
の
用
事
も
次
々
と
計
画

さ
れ
、
お
ま
け
に
税
務
調

査
ま
で
や
っ
て
来
て
気
の

編
集
後
記

て
い
る
。
こ
の
開
田
村
は

山
里
で
有
り
な
が
ら
、
村

起
こ
し
に
は
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
ふ
る
さ

と
広
場
・
郷
土
館
を
中
心

に
、
そ
ば
道
場
・
野
外
音

楽
堂
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
・
考
古

博
物
館
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
場

・
渓
流
釣
り
・
な
ど
が
美

し
い
景
観
を
損
な
わ
な
い

よ
う
自
然
の
中
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
近
く
に
は
ス
キ
ー

場
や
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

も
有
り
、
四
季
折
々
み
ん

な
で
楽
し
め
る
里
で
も
あ

る
。
開
田
村
郷
土
館
に
は

木
曽
馬
最
後
の
純
血
種

「
第
三
春
山
号
」
の
剥
製

が
目
を
ひ
く
。
木
曽
馬
牧

場
に
は
夏
の
間
、
木
曽
馬

が
放
牧
さ
れ
て
お
り
農
耕

馬
特
有
の
ず
ん
ぐ
り
ボ

デ
ー
に
短
足
型
、
気
は
優

、
し
く
て
力
持
ち
、
人
な
つ

こ
い
表
情
は
ホ
ン
ト
可
愛

い
い
。
現
在
、
春
山
号
の

血
を
引
く
子
孫
三
十
数
頭

が
保
存
会
の
人
た
ち
の
手

で
大
切
に
飼
育
さ
れ
て
い

る
。
丸
山
観
音
の
そ
ば
に
、

若
手
経
営
者
が
力
を
そ
そ

ぐ
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
が

あ
り
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

が
楽
し
め
る
。
今
年
の
収

種
も
終
り
に
近
く
、
我
々

が
訪
れ
た
日
に
運
良
く
無

料
開
放
し
て
お
り
、
甘

酸
っ
ぱ
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

そ
ば
に
満
足
し
、
終
り

に
近
づ
い
た
「
忘
れ
な
草
」

の
可
憐
な
花
を
見
て
、
赤

や
黄
色
に
色
づ
い
た
山
々

と
新
雪
が
陽
光
に
映
え
る

雄
大
な
御
獄
山
に
素
晴
ら

し
い
を
連
発
し
な
が
ら
、

最
後
は
温
泉
に
は
い
る
。

昨
年
「
御
獄
明
神
温
泉

や
ま
ゆ
り
荘
」
が
開
設
さ

れ
、
木
立
に
溶
け
込
ん
だ

落
ち
着
い
た
造
り
が
い
い
。

食
堂
・
露
天
風
呂
も
あ
り
、

入
場
料
５
０
０
円
、
一
日

ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
。
湯

は
薄
い
褐
色
で
硫
酸
塩
温

休
ま
る
時
が
な
い
の
だ
が
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
「
山
々

が
色
づ
き
始
め
た
」
と
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
す
る

と
、
居
て
も
立
て
も
居
ら

れ
な
く
な
る
の
は
私
の
悪

い
ク
セ
で
あ
る
。

で
も
天
気
の
い
い
休
日

に
は
、
紅
葉
や
新
雪
を
見

に
出
掛
け
て
一
日
を
過
す

と
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て

居
る
よ
り
よ
ほ
ど
心
身
共

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
明

日
か
ら
へ
の
す
ば
ら
し
い

を
賞
味
せ
て
貰
っ
た
。
帰

り
際
に
自
家
製
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ジ
ャ
ム
を
買
い
求
め

た
つ
い
で
に
、
す
ご
く
感

じ
の
い
い
若
者
経
営
者
兄

妹
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
懸

け
る
意
気
込
み
や
山
里
の

暮
ら
し
な
ど
話
に
花
が
咲

き
、
地
元
の
人
と
い
い
触

れ
合
い
が
で
き
た
。

開
田
高
原
の
四
季
に
は

可
憐
な
花
が
彩
り
を
添
え
、

四
月
頃
か
ら
十
月
こ
ろ
ま

で
、
コ
ブ
シ
や
山
桜
・
水

芭
蕉
・
れ
ん
げ
つ
つ
じ
・

そ
ば
の
花
・
忘
れ
な
草
・

コ
ス
モ
ス
な
ど
が
御
獄
山

の
眺
望
と
解
け
合
っ
て
山

里
の
景
観
を
い
っ
そ
う
引

き
立
て
て
い
る
。
毎
年
十

月
第
三
土
・
日
曜
日
に
は

ふ
る
さ
と
広
場
で
「
開
田

高
原
そ
ば
祭
り
」
が
開
か

れ
、
大
勢
の
客
で
賑
わ
う
。

開
田
村
に
は
旅
館
・
民
宿

が
二
十
七
軒
、
食
堂
・
喫

茶
が
十
七
軒
あ
り
、
名
物

中
の
名
物
で
あ
る
「
そ
ば
」

は
ど
の
旅
館
・
民
宿
で
も

出
し
て
く
れ
る
し
「
そ
ば

処
○
○
屋
」
と
蕎
麦
だ
け

を
売
り
物
に
し
て
い
る
店

も
何
軒
か
あ
る
。
名
古
屋

や
岐
阜
あ
た
り
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
食
べ
に
来
る
位
だ
か

ら
、
ど
の
店
も
う
ま
い
の

は
確
か
だ
ろ
う
。
私
は
開

田
に
行
く
度
に
別
の
店
で

味
わ
っ
て
み
て
気
に
入
っ

た
店
を
開
拓
し
て
い
る
の

だ
が
、
行
き
ぴ
に
し
て

泉
。
神
経
痛
・
筋
肉
痛
・

関
節
痛
・
慢
性
消
化
器
病

な
ど
に
効
果
が
あ
る
そ
う

だ
。
一
日
中
歩
き
回
っ
た

疲
れ
を
温
泉
で
癒
し
元
気

回
復
。
高
原
野
菜
の
土
付

き
の
大
根
・
キ
ャ
ベ
ツ
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
き
の
こ

を
み
や
げ
に
、
安
全
運
転

で
帰
路
に
つ
く
。
今
日
も

ま
た
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。

ｊ

十
月
一
一
十
九
日
晴
金く

一
一
七
八
号
編
集
会
議

委
員
六
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③


